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我々は、格子とピクセル検出器という単純な構成で実現する X線干渉計、多重像Ｘ線干渉計 (MIXIM; Multi
Image X-ray Interferometer Module (Mission)) を発案し、その開発をすすめている (Hayashida+2016、2018)。
2019a年会では、ピクセルサイズ 2.5µmのCMOS検出器を使用した放射光施設 SPring-8 BL20B2における実験
結果を紹介した。格子は、ピッチ 9.6µm、4.8µm、開口率 0.2、0.5の計 4種類を利用している。検出器のピクセ
ルサイズが小さくなったことにより、像幅はより小さく（最小 0.26秒角）、干渉縞のコントラストが大幅に向上し
た (最高 0.88)（花坂剛史 2018年度修士論文）。偏光検出性能もあわせもっていることも実証した（Asakura et al.,
JATIS, 2019）。ただしこの実験では、格子・検出器間距離として、超小型衛星を想定した 46cm、92cm、184cm
のセットアップを中心に行った。また、格子、従って撮像も全て一次元であった。
MIXIMのひとつの特長は、格子周期と格子・検出器間距離をあわせて変えることで実現するスケーラブルな

ミッション形態にある。一般的な構成のＸ線天文衛星に寄生する形態のMIXIM-Pでは、格子・検出器間距離～
10mで 0.1秒角の像幅が期待できる。2019年 7月に同じく SPring-8 BL20B2で実施する予定の実験では、これ
を模擬して約 10mの格子・検出器間距離をとり、撮像性能の評価を行う。加えて、二次元撮像の最初のステップ
として、直交させた 2枚の一次元格子を用いた実験を行う。本発表ではこれらの結果を報告する。


